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北海道印刷工業組合札幌支部
平成27年度２月定例役員会　役員会報告

［日時］平成27年２月25日水 13：30～　［会場］エイト会館

■出席者：岸支部長・大和委員長・矢吹委員長・岡部委員長
　　　　　山分区長・西山（北分区長代理）・五十嵐
■議事録担当：五十嵐　　　　　　　　　　　　■議事進行：岸

1.支部長挨拶／岸支部長

2.協議事項
①平成27年度通常総会の件

各委員会事業計画、予算、議案書等
今年度の事業進捗状況確認、来年度の事業計画につ

いて
②支部規約改正の件／山副支部長

継続
③札幌支部例会の件

年間スケジュール及び運営について
基本、毎月２回目の木曜日に開催予定。メーカー・ベン

ダー各社様の講習会と共催する。道工組各支部長にも案
内予定。会費等については組合員、非組合員との差別化
を図る。

第１回目の札幌支部例会は平成２７年５月２８日㈭か
でる２・７にて開催予定。

3.委員会報告／各委員長
・経営革新･マーケティング委員会／加藤委員長：欠席
・環境・労務委員会／大和委員長

日印産連印刷産業環境優良工場表彰募集。３７工場の
応募があった。

・組織・共済委員会／山委員長
２月１３日㈮合同分区会報告。組合員３９名、関連業

３９名合計７８名参加。
大盛況に終わった。来年度も札幌支部例会として実施

する予定。
・教育・研修委員会／矢吹委員長

ＭＵＤ検定については来年度行わず、ＣＵＤ研修会を札
幌支部例会として開催する。

・青年部委員会／岡部委員長
２月７日㈯全国青年印刷人協議会開催。１０８名が参加

し「グローカル」をテーマに意見交換した。札幌からは岡
部委員長、斉藤委員、オブザーバーとして大和委員長が
出席。来年東京で「新しい価値創造への挑戦」をテーマに
プリントネクスト２０１６が開催されるので北海道ブロック
として企画提案予定。

4.分区報告／分区長
・東分区／河口分区長：欠席
・西分区／磯野分区長：欠席
・南分区／山分区長：合同分区会報告　
・北分区／（代理）西山副分区長：合同分区会報告

5.月次決算報告／五十嵐
３月決算に向けて財務状況、未収金状況報告。

6.その他
①プリンティング札幌３月号の件

次回予定：３月25日　13時半より開催



3MAR, 2015



4 VOL.471

環境・労務委員会より
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環境・労務委員会より
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青年部委員会より

去る 2 月 7 日㈯、全国青年印刷人協議会　第 28 回全国協議会が東京、台場の

ホテルグランパシフィック LE DAIBA にて開催されました。

協議会ではまず、全国青年印刷人協議会　大木議長をはじめ、ご来賓の経済産

業省 商務情報政策局　文化情報関連産業課　楢原 龍史様、全日本印刷工業組合

連合会 副会長 臼田 真人様よりご挨拶を頂いた後、この１年の事業報告がありま

した。

今期のテーマは『グローカル』。全青協ではグローカルを、「地域の資源を最大限

に活用し、日本全国や世界をマーケットと捉え、地域活性プロモーターとして行

動する」と定義しており、ブロック協議会で話されたグローカルセミナー基礎編

のポイントを惠副議長から改めて説明がありました。また、ワークショップの総

括では地域資源を見つめ直し、どういうプロモーションを行っていくか、その「こ

とづくり」を行うことにより、印刷業だからできる「地域活性プロモーター」にな

る形や、取引先の海外進出をサポートする「パートナー」となり、結果的に印刷物

に繋がるという考え方を学びました。

次に勝ち残り合宿ゼミ（第３期生）が

26 年 9 月 19 日～ 20 日に東京で開催

され、㈱セントラルプロフィックス様

のカラーマネジメントやインライン検

査装置による不良品ゼロの印刷品質の

提供などの紹介、自社の決算書を用い

ての利益計画検討表の作成を行った報

告を受けました。

全国青年印刷人協議会  第28回全国協議会
青年部事業委員会委員長  岡 部  信 吾



10 VOL.471

基調講演では、流通経済大学の恩田守雄先生に「グローカル時代の地域づくり

－地場産業の活性化－」と題し講演をいただきました。地域づくりとは何か、グ

ローカリゼーションの地域づくり、地場産業の活性化という点を鋳物産業、筆産

業の事例を挙げ説明があり、地域産業としての印刷業は地域社会と相互関係を持

ち、地域社会と一体となったオンリーワンの技術を持つ地場産業となってはどう

かというお話を頂きました。

グローカル事例発表では、広島県では「けん玉ワールドカップ」をけん玉発祥の

地である廿日市市で開催し、行政、商工会などを巻き込んで駅前商店街を「けん玉

商店街」としてけん玉の普及に努め、海外プレイヤーを誘客して宮島観光などを

設定し観光地も PR し、地域活性を行っている事例やサブカルチャーを利用した

ブランディング戦略の事例では、サブカルチャーは made in JAPAN の代名詞で

あり、日本好きの外国人にうける、オタクが SNS で世界に発信してくれるなどサ

ブカルチャーを利用したメリットを聞くことができました。

そのあとのグループディスカッションでは、テーマを「東京オリンピック・パ

ラリンピックに向け、外国人向けビジネスを考える」とし、2020 年外国人観光客

の来日人数を年間 2,000 万人にするという目標に合わせ、その観光客を地元へ呼

び込む手法や商品を売り込む手法を議論しました。全国の観光ブースを集めて、

ビックサイトなどでＰＲイベントを全青協主催で行う、外国人観光客が日本の生

活に困らないように、シチュエーションごとの会話をまとめて冊子を作った事例

（多言語対応）など様々な案が出て、大変参考になったという声が多く聞こえてき

ました。

協議会終了後は、懇親会・２次会と続きざっくばらんに語り、全国の仲間と懇

親を深め、また新たな出会いもあり、半日と長い時間ではありましたが、大変有意

義に過ごせたと思います。参加させて頂き、誠にありがとうございました。
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お知らせ

第 14 回印刷産業環境優良工場表彰につきまして、委員の皆様におかれましては応募期間中、周知・応募
のご協力をいただきましてありがとうございました。

おかげをもちまして、全印工連組合員からは 37 工場（一般部門 20、小規模部門 17）の応募をいただきま
した。

応募期間が早まった中で、昨年度より10工場増となっております。
全体の応募は 55 工場（一般 29、小規模 26）となっており、こちらも昨年度より９工場増えております。
来年度以降も引き続き、ご協力いただければ幸いです。

〜２月16日より政府系金融機関による資金繰り支援が始まりました。〜
１．原材料・エネルギーコスト高対策パッケージ融資
①「セーフティネット貸付」の継続・拡充（運転資金）

利益率が低下している場合や厳しい業況にあり、認定支援機関等の経営支援を受ける場合に金利を
最大0.6％（小規模事業者は最大0.8％）引き下げます。
・貸付限度額：中小企業事業７億２千万円、国民生活事業4,800万円
・貸付期間：設備資金15年以内、長期運転資金８年以内

②省エネルギー促進融資の創設（設備資金）
利益率が低下している中で、省エネルギーに資する施設等を取得し、省エネルギーを推進する場合に

金利を 0.65％引き下げるとともに従来とは別枠の貸付限度額とします。
・貸付限度額（別枠）：中小企業事業７億２千万円、国民生活事業7,200万円
・貸付期間：設備資金15年以内

２．創業支援・地方創生関連等
①創業支援貸付利率特例制度の創設

創業前や創業後１年以内の場合に金利を0.2％（女性や若者、Ｕ/Ｉターンによる創業者は0.3％）引き
下げます。

②事業承継・集約・活性化支援資金の創設
事業の承継等に当り、安定的な経営権の確保や付加価値向上などを行う場合に金利を 0.4％引き下げ

ます。
詳細は下記 URL をご覧ください。

【ホームページアドレス】
http : //www.chusho.meti.go.jp /kinyu /2015/150216shikinguri.htm

○補 助 対 象 者：革新的な設備投資やサービス・試作品の開発を行う中小企業
○補助対象事業：①革新的サービス：革新的サービス実施に必要な設備投資

②ものづくりの革新：生産プロセス革新に必要な設備投資
○最 大 補 助 額：1,000 万円（補助率 2/3 以内）
○補助事業期間：交付決定日から平成 28 年６月 30 日まで
○申請受付期間：平成 27 年２月 13 日〜５月８日
○申 請 書 提 出：各都道府県中小企業団体中央会

※詳しくは下記ホームページにて、ご確認ください

【ホームページアドレス】
http : //www.chuokai.or.jp / josei /26mh/koubo20150213.html

※注意点
・「革新的サービス」または「ものづくりの革新」のどちらかを選択する必要があります。
・受付締切日は一律に５月８日までです前回のように早期受付（一次申込）制度はありません。
・「革新的サービス」の場合、「付加価値額年率３％」及び「経常利益年率１％」の計画が必要です。
・収益計画（５ヶ年）の記載フォームが新たに申請書に加わりました（昨年は任意のフォーム）

第14回印刷産業環境優良工場表彰　最終応募数について

平成26年度補正「中小企業・小規模事業者への資金繰り支援」

平成26年度補正 「ものづくり・商業・サービス革新補助金」1次公募始まる
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〜申込締切、4月10日〜
北海道情報 ･ 印刷産業展実行委員会は、6月11日㈭・12日㈮・13日㈯ の３日間、アクセスサッポロで開

催します「2015 北海道情報 ･ 印刷産業展」の出展募集を行っています。
［2015 北海道情報 ･ 印刷産業展］
会　　期：平成 27 年 6月11日㈭・12日㈮・13日㈯　9：30 〜 17：00
会　　場：アクセスサッポロ（札幌市白石区流通センター４丁目３-55）
後　　援：経済産業省北海道経済産業局・北海道・札幌市
小間料金：１小間：93,000 円（消費税込）

（間口 3.0 ｍ×奥行 2.5 ｍ×高さ2.4 ｍ / 基本装飾・基本電気設営・電気使用料含）
申込締切：平成 27 年 4月10日㈮
詳細は、下記ホームページ（北海道印刷工業組合）をご覧ください。

【ホームページアドレス】
http : //www.print.or.jp/event / index-sangyo2015.html

〜中小企業庁が創設〜
中小企業庁は、平成 26 年度補正予算を踏まえ中小企業・小規模事業者に対する 資金繰りや事業再生支

援の制度を創設しました。
詳細は、下記ホームページ（中小企業庁）をご覧ください。

【ホームページアドレス】
http://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/2015/150216shikinguri.htm

　〜3月20日、札幌第3合同庁舎で開催〜
公正取引委員会は、平成 27 年４月１日施行の審判制度の廃止、排除措置命令等を行う際の処分前手続き

として実施される意見聴取等を内容とする 「独占禁止法 改正法」について、関係政令および規則について整
備を進めてきました。
「同改正法」および「意見聴取規則」についての説明会を開催します。
日時：３月20日㈮　10：00
会場：札幌第３合同庁舎
詳細は、下記ホームページ（公正取引委員会）をご覧ください。　

【ホームページアドレス】
https : //www.jftc.go.jp /kosyukai5 / form/apply_infos / insert

〜働き方改革を推進する21社の取り組み事例を紹介〜
「日本再興戦略」改訂 2014（平成 26 年月24日閣議決定）において、「働き過ぎ 防止のための取組強化」

が盛り込まれ、また、平成 26 年 6月に「過労死等防止対策推進法」が成立するなど、長時間労働対策の強化
が喫緊の課題となっています。

こうした状況を踏まえ厚生労働省では、平成 26 年９月30日付けで厚生労働大臣を本部長とする「長時間
労働削減推進本部」を設置し、また平成 27 年 1月からは都道府県労働局においても「働き方改革推進本部」
を設け、企業の自主的な働き方の見直しを推進しています。

これらの取組の一環として、厚生労働省では「働き方・休み方改善ポータルサイト」を開設しました。
ポータルサイトでは、「働き方・休み方改善指標」による自己診断ができます。
また、長時間労働の抑制・年次有給休暇の取得促進といった働き方改革に取り 組んでいる企業 21社の「取

組事例」を紹介しています。
事例は今後、順次追加していきます。
詳細は、下記ホームページ（働き方・休み方改善ポータルサイト）をご覧くだ さい。

【ホームページアドレス】
http : // krs.bz /roumu /c?c =10752&m=28009&v=6033519c

「2015北海道情報･印刷産業展出展募集」のご案内

「中小企業・小規模事業者への資金繰り支援・事業再生支援制度」のご案内

「公正取引委員会『独占禁止法改正』説明会」のご案内

「働き方改革（長時間労働の抑制・年次有給休暇の取得促進）を支援する『働き方・休み方改善ポータルサイト』」のご案内
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札幌支部では、組合員企業に有益な情報を配信するために本誌、「プリンティング札幌」の誌面やファクシミリ等で
研修会のご案内、事業のお知らせ等 を行っておりますが、有益な情報をより即時にご提供するために貴社のメール
アドレスのご登録をいただきたくお願い申し上げます。

何卒、主旨をご理解いただきまして、ご多忙中のところ誠に恐縮ですが別紙の申込用紙に必要事項をご記入いただ
き、メールもしくはＦＡＸにて組合事務局までご返信くださいますようお願い申し上げます。

北海道印刷工業組合札幌支部　メールアドレス登録のお願い

編集後記

２月 13 日の合同分区会にはたくさんの方々にお

集まりいただきましてありがとうございました！みなさ

ん、楽しんでいただけましたでしょうか？たくさんの

皆さんと交流ができとっても楽しかったです！

札幌支部　事務局　五十嵐




